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３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－１．交通事業を取り巻く状況
（１）社会情勢

世界的に広まった新型コロナウイルス感染症の影響により、国民生活は様々な制約を受け「３密空間（密集・密閉・密接）」を避け

るため、テレワークやオンライン会議、通信販売、フードデリバリーが急速に普及するなど「新しい日常」へと生活様式が大きく変化

し定着しつつある。

その結果、公共交通機関においては利用者が減少し、コロナ以前の水準には戻っていない。

このような情勢に対して、交通事業者は対応策に苦慮しているところであり、特に対象地域のように以前から公共交通の利用が

少ない地域においては、一層状況は深刻である。
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１）「新しい日常」の定着

バスをはじめとする自動車運転の職業の有効求

人倍率は、他の職業と比較して近年の上昇率が著し

く、運転手不足が深刻な状況となっている。長時間拘

束、低賃金等の過酷な労働環境が一因と考えられ、

労働人口の減少が見込まれる中で、運転手の確保

はより一層困難となっている。

２）運転手不足

資料）令和４年版 交通政策白書

資料３



３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－１．交通事業を取り巻く状況
（１）社会情勢

10

自動車運転者の労働時間等の改善を図るため、「自動車運転者の労働時間等の改善

のための基準」（改善基準告示）が策定され令和６年４月１日から適用される。

これにより、従前の運行計画を継続するためには、より多くの運転手が必要となる可能

性がある。

３）改善基準告示への対応

（２）環境

資料）「自動車運転者の労働時間等の改
善のための基準（改善基準告示）」
（厚生労働省HP）

世界的に脱炭素の取組みが進められており、東京都

においてもＣＯ２排出量を実質ゼロに貢献する「ゼロエミッ

ション東京」の実現に取り組んでいる。交通分野では、公

共交通への利用転換やＺＥＶ(電気自動車等)の普及拡大

等の取組みが進められている。

資料）ＥＶバス導入促進事業
（東京都地球温暖化防止
活動推進センターHP）
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３－１．交通事業を取り巻く状況
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（３）貨客混載の取組

資料）「奥多摩エリア 路線バスで貨客混載実証実験」
（R5.1.20 東京都報道発表資料）

自動車運送業の担い手を確保するとともに、輸送需要の減少が深刻な問題となっている過疎地域等において人流・物流サービス

の持続可能性を確保するため、乗合バスに貨物を載せ輸送する「貨客混載」の取組みが各地で進められている。

都内では、あきる野市～檜原村ですでに実施されており、奥多摩町でも実証実験を実施中である。

【奥多摩における路線バス貨客混載実証実験の概要】【あきる野・檜原における路線バス貨客混載の概要】

資料）「西東京バスとヤマト運輸が「客貨混載」の本格運行を開始」
（R2.12.9西東京バス・ヤマト運輸報道発表資料）

【実施概要】
・本格実施開始日：2020 年 12 月 1 日（火）
・対象路線バス：西東京バス（武蔵五日市駅～払沢の滝～数馬）

武蔵五日市駅発→数馬着の午後1便
積載区間： 西小中野バス停～ 数馬バス停（約 25.55km）

五滝10・数馬線

奥12・小菅線



【東京アドベンチャーライン】
青梅線は、駅を降りてすぐに本格的な自然やアウトドアを楽しめることか
ら、青梅駅～奥多摩駅間を「東京アドベンチャーライン」の愛称をつけて
観光誘客や地域活性化に資する様々な取組を実施

【沿線まるごとホテル】
青梅線の駅とその近隣の集落を基本ユニットとして、その地域ならでは
の特産品・体験をコンテンツ化し、提供することで、地域を“まるごと”楽し
んでもらえる新たな滞在型観光を提案

３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－１．交通事業を取り巻く状況
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（４）青梅線沿線の取組

資料）「JR 青梅線（東京アドベンチャーライン）から「沿線まるごとホテ
ル」を本格事業化へ」（R3.11.19 ＪＲ東日本報道発表資料）

ＪＲ東日本では、青梅線沿線において、観光誘客や地域活性化に資する取組を進めている。

資料）ＪＲ東日本提供資料より作成

「鳩ノ巣駅」を観光拠点として
改修・整備

「東京アドベンチャーライン」を視覚的にPRするラッピング列車運行



【奥多摩町】

○少子化対策、定住化対策

・第５期奥多摩町長期総合計画の先導的な役割を果たす「奥多摩創造プロジェクト」による各種事業を推進。

・人口減少による地域コミュニティの活力低下や空き家の増加、防犯・防災力の低下などの問題に対応するため、若者定住化対策、

空家等活用促進事業の推進、特定空家等の所有者への助言・指導を実施。

○具体的な実施事業

・奥多摩に暮らしたい人登録バンクへの登録受付

・定住サポーター、移住･定住応援補助金等交付事業、いなか暮らし支援住宅整備、若者定住応援住宅整備、町営若者住宅・子育

て応援住宅整備、定住対策事業の委託･工事等、空家バンク･若者用空家バンク事業、分譲地販売など

○事業の実績・成果

・奥多摩町の人口は毎年減少傾向にあるが、奥多摩創造プロジェクトに基づく各種施策により定住対策関連人口は増加
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３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－１．交通事業を取り巻く状況
（５）移住定住促進の取組

定住対策関連の人口(R4.3.31)



３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－２．地域の概況
（１）地勢

・対象地域の土地利用は、多くが森林となっており、谷あいの狭い地域に住宅等が立地している。
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１）土地利用

【凡例】
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３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－２．地域の概況
（１）地勢

・対象地域では、土砂災害危険箇所（急傾斜地崩壊、土石流、地滑り）が多く指定されている。

特に、土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）の指定箇所が多く、人家への影響や道路通行の支障の可能性が高い。
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２）自然災害の危険度

注）本図では、土砂災害(特別)警戒区域（指定予定含む）を示した。 出典）土砂災害警戒区域等マップ（東京都HP）

凡 例
■ 土砂災害特別警戒区域（予定含む）
■ 土砂災害警戒区域（予定含む）
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３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－２．地域の概況
（２）人口

・対象地域では人口減少が進み、奥多摩町、檜原村では過去30年間で半減近く、あきる野市では2020年に減少に転じた。

・一方、65歳以上人口割合は過去30年間で２倍以上と上昇し、高齢化が進行している。
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１）市町村の人口、高齢化
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平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年
1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

あきる野市 71,940 75,355 78,351 79,587 80,868 80,954 79,292

檜原村 3,808 3,560 3,256 2,930 2,558 2,209 2,003
奥多摩町 8,752 8,257 7,575 6,741 6,045 5,234 4,750
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３－２．地域の概況
（２）人口

・幹線道路沿いに人口が分布している。
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２）地区別（メッシュ別）の人口 ①総人口

【凡例】
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３－２．地域の概況
（２）人口

・国立社会保障･人口問題研究所の推計によると、今後、３市町村とも人口の減少が見込まれている。

・このうち、奥多摩町、檜原村では、65歳以上人口も減少すると推計されている。
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３）将来人口の見通し 【市町村別】

65歳以上
15～64歳
15歳未満

凡　例

『日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）』（国立社会保障・人口問題研究所）
2020年の（赤字）は実績値

単位：人

【あきる野市】

【檜原村】

【奥多摩町】
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３－２．地域の概況
（２）人口

・国土交通省国土政策局（Ｈ30国政局推計）によると、平成27年から令和７年、令和12年にかけて、ほとんどの地区で人口が減

少すると推計されている。
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３）将来人口の見通し ①メッシュ別総人口の変化（Ｈ27→Ｒ７・Ｒ12）

500mメッシュ別将来推計人口（H30国政局推計）
（国土数値情報）

【凡例】

行政界

5％超

～-15％

～-45％

～ -5％

～ 5％

河川・湖
平成27年(2015年)→令和7年(2025年) 平成27年(2015年)→令和12年(2030年)



３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－２．地域の概況
（３）主要施設等

・概ね、幹線道路（バス路線）沿いに公共公益施設が点在している。

・住民の日常的な利用が見込まれる施設は町村の中心部などに多くみられる。
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１）公共公益施設

対象施設：「国・都県機関」「市町役場・公的集会施設」「公共施設」「文化施設」
資料）国土数値情報

No.1～30：公機関・公的集会施設 No.31～97：公共施設
No.98～109：文化施設 詳細は別紙

20

鉄道

【凡例】

行政界

国・都県機関

市町役場・
公的集会施設

公共施設

文化施設

河川・湖



３．西多摩地域の現状・課題の整理
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（対象地域の公共公益施設一覧）

国・都県の機関（NO.1）
市町役場・公的集会施設（NO.2～NO.30） 公共施設（NO.31～NO.97） 文化施設（NO.98～NO.109）
NO. 施設名 NO. 施設名 NO. 施設名 NO. 施設名

1 小河内貯水池管理事務所 31 あきる野市五日市郷土館 65 武蔵五日市駅前郵便局 98 小和田グラウンド

2 五日市出張所 32 奥多摩水と緑のふれあい館 66 古里郵便局 99 奥多摩町スポーツ・コミュニティ会館

3 檜原村役場 33 あきる野市五日市図書館 67 小河内郵便局 100 旧小河内小・中学校
4 奥多摩町役場 34 檜原村立図書館 68 日原簡易郵便局 101 奥多摩町登計原山村広場運動公園
5 古里出張所 35 奥多摩町立古里図書館 69 社会福祉法人たま紫水会　紫水園 102 総合運動場
6 五日市地域交流センター 36 奥多摩町立氷川図書館 70 社会福祉法人たま紫水会　第二紫水園 103 第一スポーツ広場
7 五日市会館 37 五日市警察署 71 社会福祉法人清明会　五日市ホーム 104 池の尻テニスコート
8 小宮会館 38 五日市警察署五日市駅前交番 72 社会福祉法人誠愛会　南聖園 105 中組テニスコート
9 戸倉会館 39 青梅警察署奥多摩交番 73 社会福祉法人緑愛会　あたご苑 106 東部テニスコート

10 檜原村地域交流センター集会室 40 五日市警察署伊奈駐在所 74 社会福祉法人仁愛会　檜原サナホーム 107 池の尻ゲートボールコート
11 南郷コミュニティセンター 41 五日市警察署戸倉駐在所 75 社会福祉法人緑水会　檜原苑 108 体育館
12 人里コミュニティセンター 42 五日市警察署小宮駐在所 76 檜原村ふれあいセンター 109 水源公園（レクレーション広場）
13 小沢コミュニティセンター 43 五日市警察署留原駐在所 77 檜原村在宅介護支援センター
14 樋里コミュニティセンター 44 五日市警察署小沢駐在所 78 檜原村地域在宅介護支援センター
15 藤倉ドーム、生活改善センター 45 五日市警察署上元郷駐在所 79 奥多摩町在宅介護支援センター(基幹型)
16 福祉センター 46 五日市警察署南郷駐在所 80 社会福祉法人グリーンウッド　グリーンウッド奥多摩
17 奥多摩スポーツ・コミュニティ会館 47 青梅警察署海沢駐在所 81 社会福祉法人青梅白寿会　シルバーコート丹三郎
18 棚沢地域福祉集会所 48 青梅警察署境駐在所 82 社会福祉法人双葉会　寿楽荘
19 日原スポーツ・コミュニティ会館 49 青梅警察署原駐在所 83 双葉会　琴清苑
20 保健福祉センター 50 青梅警察署古里駐在所 84 檜原村福祉センター
21 小菅村役場 51 青梅警察署小河内駐在所 85 奥多摩町地域福祉集会所

22 丹波山村役場 52 青梅警察署川井駐在所 86 奥多摩町福祉会館
23 中央公民館 53 青梅警察署川野駐在所 87 五日市児童館
24 中央公民館 54 青梅警察署栃久保駐在所 88 檜原村児童館
25 鴨澤公民館 55 青梅警察署日原駐在所 89 東京多摩学園
26 保之瀬公民館 56 青梅警察署鳩の巣駐在所 90 就労センターひのきのその
27 所畑公民館 57 秋川消防署檜原出張所 91 上野原警察署小菅駐在所
28 押垣外公民館 58 奥多摩消防暑 92 上野原警察署丹波駐在所
29 奥秋集会所 59 都立五日市高等学校 93 上野原警察署鴨沢連絡所
30 高尾集会所 60 奥多摩町国民健康保険奥多摩病院 94 大月市消防署小菅出張所

61 檜原郵便局 95 大月市消防署丹波山出張所
62 奥多摩郵便局 96 丹波山郵便局
63 乙津郵便局 97 小菅郵便局
64 五日市仲町郵便局



３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－２．地域の概況
（３）主要施設等

・対象地域内の小中学校及び保育園は、少子化による統廃合を経て、現在では主に各市町村の中心部などに集約されている。

22

２）教育施設

資料）国土数値情報

区分 NO. 施設名

1 ひのはら保育園

2 氷川保育園
3 古里保育園
4 光明第六保育園
5 五日市わかば保育園
6 五日市保育園
7 すぎの子保育園
8 増戸保育園
9 市立五日市小学校

10 村立檜原小学校
11 町立古里小学校
12 町立氷川小学校
13 市立戸倉小学校
14 市立小宮小学校
15 村立丹波小学校
16 村立小菅小学校
17 町立奥多摩中学校
18 村立檜原中学校
19 市立五日市中学校
20 町立古里中学校
21 町立氷川中学校
22 村立丹波中学校
23 村立小菅中学校

小学校

保育所等

中学校

【凡例】

保育所等

小学校

中学校

河川・湖

行政界

鉄道



３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－２．地域の概況
（３）主要施設等

・地域の主要な医療施設（奥多摩病院、やすらぎの里檜原診療所）は、町村の中心部か

ら少し離れて立地しているが、路線バスアクセスが確保されている。

23

３）医療・福祉施設

資料）国土数値情報

区分 NO. 施設名
病院 1 奥多摩町国民健康保険　奥多摩病院

2 あきるの杜きずなクリニック
3 グリーンウッド奥多摩医務室
4 医療法人社団賢秀会　小机クリニック
5 医療法人社団鈴木内科
6 奥多摩町国民健康保険奥多摩病院　日原診療所
7 奥多摩町国民健康保険奥多摩病院　峰谷診療所
8 古里診療所
9 五日市ホーム診療所

10 紫水園診療所
11 社会福祉法人　双葉会診療所
12 社会福祉法人双葉会　琴清苑診療所
13 清水耳鼻咽喉科クリニック
14 川辺医院
15 増戸ホーム診療所
16 第二紫水園　診療所
17 特別養護老人ホーム　桧原苑　施設内診療所
18 特別養護老人ホームあたご苑診療所
19 特別養護老人ホームシルバーコート丹三郎医務室
20 特別養護老人ホーム桧原サナホーム医務室
21 野口眼科医院
22 檜原村国民健康保険檜原診療所
23 丹波山村国民健康保険鴨沢出張診療所
24 丹波山村国民健康保険診療所
25 国民健康保険小菅村診療所
26 医療法人社団慈世会　たかはし歯科医院
27 医療法人社団緑成会　古里歯科診療所
28 高取歯科医院
29 瀬沼歯科医院
30 内山歯科医院
31 丹波山村国民健康保険歯科診療所
32 檜原村ふれあいセンター
33 あたご苑ケアハウス
34 幸房の家
35 あきる野ケアハウス
36 増戸保育園
37 すぎの子保育園
38 五日市児童館
39 五日市保育園
40 五日市わかば保育園
41 光明第六保育園
42 古里保育園
43 氷川保育園
44 檜原村児童館
45 ひのはら保育園
46 丹波山村高齢者生活福祉センター
47 小菅村高齢者生活福祉センター

診療所

歯科
診療所

福祉施設

（やすらぎの里）

【凡例】

病院

診療所

歯科診療所

福祉施設

河川・湖

行政界

鉄道



３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－２．地域の概況
（３）主要施設等

・対象地域では、豊かな自然に囲まれた地域特性を活かし、様々な観光スポット・施設がみられる。
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４）観光 ①主な観光スポット・施設

資料）「秋川渓谷総合マップ」「檜原村ガイドマップ」「奥多摩町ガイドマップ」に記載された主要な観光スポット・施設を類型化して表示

区分 NO. 観光資源名
1 秋川国際マス釣場

2 氷川国際マス釣場
3 多摩源流まつり
4 丹波山村営つり場
5 秋川渓谷瀬音の湯
6 数馬の湯
7 小菅の湯
8 丹波山温泉のめこい湯
9 小和田橋

10 石舟橋
建築 11 小林家住宅

12 都立小峰公園
13 秋川橋河川公園
14 乙津花の里
15 阿伎留神社
16 広徳寺
17 光厳寺
18 徳雲院
19 奥氷川神社
20 岩瀬峡
21 城山
22 大岳鍾乳洞
23 払沢の滝
24 神戸岩
25 惣岳渓谷
26 奥多摩湖
27 日原鍾乳洞
28 あきる野ふるさと工房
29 ふるさとの森
30 教育の森
31 檜原都民の森
32 体験の森
33 山のふるさと村

滞在 34 戸倉しろやまテラス
35 ひのはらファクトリー
36 やまぶき屋
37 道の駅たばやま
38 石尾根
39 雲取山
40 長澤背稜
41 五日市郷土館
42 郷土資料館
43 檜原森のおもちゃ美術館
44 日原ふるさと美術館
45 日原森林館
46 奥多摩水と緑のふれあい館

直売・産直

登山

博物館等

アウトドア

温泉

景観

公園

寺社仏閣

自然

体験・学習

【凡例】

温泉

建築

寺社仏閣

博物館等

景観

公園

直売・産直

自然

体験・学習

滞在

登山

アウトドア

河川・湖

行政界

鉄道



３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－２．地域の概況
（３）主要施設等
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４）観光 ②観光入込客数

資料）「西多摩地域観光入込客調査報告書」（H25.3）、「平成29年度西多摩地域入込観光客数調査報告書」（H30.3）（西多摩地域広域行政圏協議会）

・観光入込客は、 ８月が最も多く、新緑の時期の５月や紅葉の11月も多くなっている。

・一方、梅雨時の６月、冬季の12月～２月は閑散期となっている。

【市町村別・観光入込客数】
（日帰り客＋宿泊客、延べ人数）

注）「延べ人数・人地点」：観光地内の観光地点・施設を訪れた利用客数の合計人数。１人の観光客が複数の観
光施設・地点を利用すると重複して計上される。１人の観光客が３つの施設を利用すると、３人地点と数える。

注）日帰り客は、利用実績の把握が可能な施設の利用者数と、利用実績が得られない施設は夏・秋３日間のカウ
ント調査結果から類似施設の利用状況を基に推定した利用者数を合計して推定している。
宿泊客は、各宿泊施設から提供された宿泊者数を基に推定している。

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

あきる野市 平成24年

あきる野市 平成29年

檜原村 平成24年

檜原村 平成29年

奥多摩町 平成24年

奥多摩町 平成29年

（人地点）



３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－３．上位計画、関連計画
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・利用しやすい公共交通（ダイヤ、所要時間、情報提供、交通結節点整備等）

・交通不便地域や高齢者等の移動困難者の移動支援

・バス路線の維持・確保、利用増のための取組み。タクシーの運行継続。新たな交通システムの

検討

１）総合計画

・多様な交通モードと先端技術との組合せによる、誰もが移動しやすい交通環境の充実

・生活中心地や拠点集落への居住推進等

・公共交通の利便性向上

２）都市計画・まちづくり

・幹線系統の維持・確保に向けた課題解決。ラストワンマイルの移動手段の充実

・地域の実情や利用者の立場に応じた利用しやすい公共交通

・路線維持に向けた利用者側（住民）の協力

３）公共交通

・交通インフラの充実

４）観光振興

・障がい者等の移動支援（割引、デマンド交通、福祉有償運送への支援等）

・誰もが利用しやすい交通機関の整備推進、ユニバーサルデザインに配慮したまちづくり

５）福祉

・公共交通の利便性向上により、公共交通利用への転換による地球環境の改善

６）環境

・災害時の地域公共交通の確保

７）防災

都市づくりのグランドデザイン（東京都）
都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（東京都）

集約型の地域構造への再編に向けた指針（東京都）
あきる野市都市計画マスタープラン

PRIME　観光都市・東京（東京都）
払沢の滝周辺整備改定計画（檜原村）

第二次あきる野市環境基本計画　改訂版

第四次あきる野市地球温暖化対策実行計画
奥多摩町環境基本計画

第２次檜原村地球温暖化対策実行計画

檜原村国土強靭化地域計画
奥多摩町地域防災計画

奥多摩町国土強靭化地域計画

あきる野市地域保健福祉計画

第8期あきる野市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

あきる野市障がい者福祉計画
奥多摩町地域保健福祉計画

奥多摩町障害者計画・第6期障害福祉計画・第2期障害児福
祉計画

檜原村地域福祉計画【第4期】

第8期檜原村高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画
檜原村障害者計画 第６期檜原村障害福祉計画 第２期檜原

村障害児福祉計画

「未来の東京」戦略version up 2022（東京都）

新しい多摩の振興プラン（東京都）

東京都過疎地域持続的発展計画（東京都）

第２次あきる野市総合計画
檜原村第5次総合計画（後期）

檜原村　第2期人口ビジョン総合戦略

檜原村過疎地域持続発展計画
第5期奥多摩町長期総合計画

第2期奥多摩町まち・ひと・しごと創生総合戦略

奥多摩町過疎地域持続的発展計画
第5次奥多摩町行政改革大綱

東京における地域公共交通の基本方針、及び未来の
公共交通こどもアンケート（東京都）

あきる野市公共交通のあり方に関する提言書
あきる野市の公共交通に関する市民ｱﾝｹｰﾄ調査結果
令和元年度　奥多摩町まちづくり住民アンケート調査
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３．現状・課題の整理

３－４．公共交通網
（１）公共交通網

・奥多摩駅を起点とする路線バスが、山梨県丹波山村及び小菅村などへ乗り入れており、また、武蔵五日市駅を起点とする路線バ

スが、檜原村数馬・藤倉地区へ乗り入れており、複数市町村を跨ぐ地域間幹線網を形成している。

・檜原村では路線バスの利用が不便な地域に対し、デマンド交通“やまびこ”を主に平日に運行している。

系統番号 路線名

奥09 鴨沢線 奥多摩駅 鴨沢西
奥10 丹波(たば)線 奥多摩駅 丹波
奥12 小菅線 奥多摩駅 小菅の湯
五･五里･五滝10 数馬線 武蔵五日市駅 数馬
五･五里18 藤倉線 武蔵五日市駅 藤倉
奥11 留浦(とずら)線 奥多摩駅 留浦
奥14 峰谷線 奥多摩駅 峰谷
奥15 奥多摩湖線 奥多摩駅 奥多摩湖
五14 払沢の滝線 武蔵五日市駅 払沢の滝入口
五15 武蔵五日市駅 上養沢

檜52 武蔵五日市駅 上養沢

急行 武蔵五日市駅 都民の森
奥20 奥多摩駅 鍾乳洞
奥21 奥多摩駅 東日原
奥30 奥多摩駅 上日向
奥31 奥多摩駅 清東橋
神戸(かのと)線 郷土資料館バス停 神戸園入口
藤倉線 藤倉バス停 上白岩
笛吹(うずしき)・上平線 人里(へんぼり)バス停 笛吹芝下
泉沢・日向線 檜原村役場前 和田向バス停

上養沢線

区間

地
域
間
幹
線

デ
マ
ン
ド

そ
の
他

大丹波線

日原線



３．現状・課題の整理

バス運行本数（平日）

28
資料）西東京バスホームページ 注）便数は上り・下り合計の値である。

【平日】



３．現状・課題の整理
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資料）西東京バスホームページ 注）便数は上り・下り合計の値である。

バス運行本数（土日祝日）

【土日祝】



３．現状・課題の整理

３－４．公共交通網
（２）路線バスの運行サービス内容

30
資料）西東京バスホームページ

１）運行本数、運賃等

武蔵五日市駅発着

距離
所要
時間

運賃

平日 土日祝 (km) (分) (円)
五･五里･五滝10 数馬 24 20 26.25 54-64 960

五14 払沢の滝入口 6 6 9.6 22 490
五15 上養沢 7 7 10.75 27-30 500
五･五里18 藤倉 24 20 19.99 46-49 770
檜52 上養沢 11 11 10.75 37 500 秋川渓谷瀬音の湯経由
急行 都民の森 4 4 30.02 68 960 数馬以西は12本/日

計 76 68
注）距離、所要時間、運賃は起終点間の値である。

備考
運行本数

(上下計、本/日)系統番号 行先

・休日の路線バスのうち、奥多摩駅を起点として丹波

へ至る「奥10」系統、小菅の湯へ至る「奥12」系統は、

１日12便と平日よりも多く、観光・レジャー客の利便

性を確保している。

奥多摩駅発着

距離
所要
時間

運賃

平日 土日祝 (km) (分) (円)

奥09 鴨沢西 10 10 16.5 39 710

奥10 丹波 6 12 23.9 54 1,030
奥11 留浦 5 3 14.9 35 640
奥12 小菅の湯 6 12 26.0 60 1,000
奥14 峰谷 6 6 14.8 36 610
奥15 奥多摩湖 5 3 6.75 15 360

奥20 鍾乳洞 5 0 10.55 31 520
奥21 東日原 4 10 9.25 27 480
奥30 上日向 2 1 11.99 31 540
奥31 清東橋 18 7 13.34 36 560

丹波方面 38 46

全計 67 64

注）距離、所要時間、運賃は起終点間の値である。

計

運行本数
(上下計、本/日)系統番号 行先



３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－４．公共交通網
（２）路線バスの運行サービス内容

ＪＲ線と西東京バスが連携して、乗継利便性に配慮したダイヤが組まれている。

○奥多摩駅

・ＪＲ青梅線から路線バスへの乗り継ぎ時間は、平日、休日とも平均で8.4分、最大は20分程度、最短は2～4分である。

・路線バスからＪＲ青梅線への乗り継ぎ時間は、平日は平均13.8分、休日は平均10.1分、最大は平日が31分、休日は26分、最短は

2～4分である。

○武蔵五日市駅

・ＪＲ五日市線から路線バスへの乗り継ぎ時間は、平日は平均で6.2分、休日は9.3分、最大は25～26分、最短は3分である。

・路線バスからＪＲ五日市線への乗り継ぎ時間は、平日は平均13分、休日は平均12分、最大は平日が32分、休日は29分、最短は3

分である。
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資料）西東京バス、ＪＲ東日本ホームページ

２）路線バスと鉄道との乗り継ぎ

単位：分

平日 休日 平日 休日 平日 休日 平日 休日

平均 8.4 8.4 13.8 10.1 6.2 9.3 13.0 12.0

最長 20 19 31 26 25 26 32 29

最短 2 4 4 2 3 3 3 3

青梅線→バス バス→青梅線 五日市線→バス バス→五日市線

武蔵五日市駅奥多摩駅

【路線バスと鉄道との乗り継ぎ時間】



３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－４．公共交通網
（３）檜原村デマンドバス“やまびこ” 【運行概要、経緯、運行エリア】

○概要

・檜原村内の交通空白地域と路線バスをつなぎ、路線バスの発車・到着の時刻に合わせて運行するワゴンバス。

・檜原村が交通事業者へ運行委託し、外出の時間帯など住民の移動ニーズに基づいて運行。

○運行の経緯

・平成20年２月より神戸(かのと)線及び藤倉線の実証運行を開始し、フォローアップ調査を行い、改善を図りつつ実証運行を約３年

間実施し、平成23年４月より本格運行を実施。

・平成22年７月より、笛吹(うずしき)地区・上平地区を１路線として、デマンド方式の運行が開始され、平成29年12月には、泉沢地区・

日向地区を１路線とした新たな路線が運行を開始。

32
資料）檜原村ホームページ

檜原村デマンドバス“やまびこ”の運行エリア
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３．現状・課題の整理

３－４．公共交通網
（４）タクシー

【あきる野市】

○市内を運行するタクシー事業者

・横川観光（株）（市内に本社あり）

・（株）リーガルマインド（市内に本社あり）

・京王自動車（株） （ＪＲ駅に待機所あり）

・大洋自動車交通（株） （ＪＲ駅に待機所あり）

【奥多摩町】

○町内を運行するタクシー事業者

・（株）リーガルマインド

【檜原村】

○村内を運行するタクシー事業者

・横川観光（株） （村内に営業所あり）



【あきる野市】

①南沢あじさい山へのシャトルバスの運行（あきる野市深沢地区）

・あじさいの見ごろシーズンに合わせ、南沢あじさい山運営委員会が主体

となり武蔵五日市駅と南沢あじさい山を往復するシャトルバスを運行。

・運行期間：６月上旬～７月上旬 ・運行事業者 ： 横川観光（株）

②福祉有償運送サービス

・高齢、障がいなどで移動が困難で公共交通機関等を利用できない方を対象に、

市民の協力を得て病院への送迎サービスを実施。ボランティア性の高い住民

参加型のサービス。あきる野市社会福祉協議会社協ケアセンターが運行主体

・運行内容：月～金曜日の９時～17時運行。料金は1,000円（30分以上1時間未満。以降30分につき500円加算）

・利用方法：事前審査のうえ利用者登録。利用時は希望日時を電話で申し込み。

【奥多摩町】

③外出支援サービス

・身体上の理由や居住地近辺に公共交通機関がない等の理由により、医療機関への定期的通院が困難な在宅高齢者を、自宅から町

内の医療機関へ通院のために送迎。

・奥多摩町社会福祉協議会の自動車(10人乗りワゴン車)で月～金曜日に運行。料金は無料。事前登録が必要。

【檜原村】

④檜原村高齢者等外出支援サービス事業

・路線バスやデマンドバスの運行がない地域を対象に、受診や買い物等の際に移動支援サービスを提供。

・利用登録者数：20名 利用件数：延べ26件（令和３年度実績）

３．現状・課題の整理
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３－４．公共交通網
（５）その他移動サービスの状況



３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－５．交通流動
（１）利用交通手段（代表交通手段構成）

・対象地域は、自動車利用割合が高く、特に奥多摩町と檜原村では、通勤の自動車利用が９割近くを占めている（Ｈ30年）。

・私事目的では、対象地域はあきる野市も含めて自動車利用割合が高い。

・一方、路線バスを代表交通手段とする移動は数％にとどまる。
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資料）平成30年東京都市圏パーソントリップ調査

【通勤目的】 【私事目的】
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３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－５．交通流動
（２）地域間交通流動

36

１）地域間流動 （ＰＴ調査・全目的全手段）
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資料）平成30年東京都市圏パーソントリップ調査

・市町村内での移動以外では、近隣の市町村への移動が多く、あきる野市では他の多摩地域や青梅市、奥多摩町では青梅市へ、

檜原村ではあきる野市などへの移動が多くなっている。



３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－５．交通流動
（２）地域間交通流動
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２）通勤・通学流動 （国勢調査）
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資料）令和2年国勢調査
注）15歳未満通学者を含む。

山梨県以外は50人以上を図示

・通勤・通学先は、自市町村内が多いほか、近隣の青梅市や他の多摩地域などが多くなっている。

・地域間幹線系統に沿った流動としては、あきる野市←→檜原村（計303人）、奥多摩町←→丹波山村・小菅村（計50人）などとなっ

ている。
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３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－５．交通流動
（２）地域間交通流動

・買物などの私事目的での移動は、あきる野市では市内が多いが、奥多摩町では町内よりも青梅市への移動が多くなっている。同

様に、檜原村もあきる野市への移動量が村内移動と同程度の量がある。

38

３）私事目的の流動 （ＰＴ調査）

資料）平成30年東京都市圏パーソントリップ調査



３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－６．公共交通の利用状況
（１）鉄道利用状況

・平均通過人員は、青梅線（青梅～奥多摩間）で横ばい、五日市線で減少傾向にあった（コロナ前）。コロナの影響で大きく減少し、

2021年度はいくらか回復したが、コロナ前の水準には戻っていない。

・駅乗車人員も同様の傾向で、奥多摩駅では横ばい、武蔵五日市駅では減少傾向となっている。

39
資料）ＪR東日本ホームページ

１）鉄道利用者数

【平均通過人員】 【駅乗車人員】
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３．西多摩地域の現状・課題の整理

３－６．公共交通の利用状況
（１）鉄道利用状況

・武蔵五日市駅まで（から）の端末交通手段は、徒歩利用が最も多い。一方、バス利用は19％存在する。

40
資料）平成30年東京都市圏パーソントリップ調査

２）鉄道駅アクセス状況

【ゾーン別利用駅】

【駅別端末交通手段構成】

19% 20% 6% 13%

69%

39%

31%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

奥多摩

武蔵五日市

バス 自動車 タクシー バイク
自転車 徒歩 その他 不明

武蔵五日

市駅

他の五日

市線駅
奥多摩駅

他の青梅

線駅

その他の

駅
合計

09400 東部 174 5,496 148 6,475 8,269 20,562

09401 西部 330 8,884 2,529 6,739 18,482

09410 東部 682 2,137 1,270 1,549 5,638

09411 西部 4,147 657 582 2,908 8,294

奥多摩町 09500 170 970 124 1,264

檜原村 09600 232 232 464

旧秋川市

旧五日市

町

ゾーン

注）奥多摩駅は端末交通手段構成を評価できるほどのサンプルを得られていないとみられる。



３．現状・課題の整理

３－６．公共交通の利用状況
（２）バス利用状況

・路線バス利用者数は2018年まで横ばいだったが、2019年

に減少、2020年にはコロナ禍の影響でさらに減少した。

2021,2022年には一定程度回復したが従前の水準には

戻っていない。

・系統別でも同様の系統となっているが、奥09鴨沢線の減

少が大きい。

・奥12小菅線、五10数馬線、五18藤倉線ではコロナ前の水

準に戻りつつある。

41

１）路線バス利用者数の推移

注）奥10丹波線は2022年に国道411号が落石の影響により通行規制があったことに留意が必要
注）各年とも「暦年」の値である。 資料）西東京バス資料

注）「全計」とは５系統に加えて、奥11,14,15系統、五15,檜52系統を合算した値である。

【対象区域の路線バス利用者数の推移】
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３．現状・課題の整理

３－６．公共交通の利用状況
（２）バス利用状況

・奥多摩駅関連系統の利用者数を月別でみ

ると、５月、11月の利用が多く、冬季の利

用が少ない。中でも、奥09鴨沢線は月によ

る変動が大きい。

42注）奥10丹波線は2022年に国道411号が落石の影響により通行規制があったことに留意が必要
資料）西東京バス資料

２）月別利用者数
①奥多摩駅発系統
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３．現状・課題の整理

３－６．公共交通の利用状況
（２）バス利用状況

43

２）月別利用者数
②武蔵五日市駅発系統
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【2019年 武蔵五日市駅発系統】
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五18 藤倉線

（人/月）
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五14 払沢の滝線
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五18 藤倉線

（人/月）

注）五10は五里10と五滝10を含み、五18は五里18を含む。 資料）西東京バス資料

・武蔵五日市駅関連系統の利用者数を月

別でみると、５月、８月、11月の利用が多

く、冬季の利用が少ない。



３．現状・課題の整理

３－６．公共交通の利用状況
（２）バス利用状況

・平日の下りは奥多摩駅発８時台、上りは各始発バス停発７時台の利用が多い。

44

３）時間帯別利用者数(１日平均) 【 2019年 奥多摩駅関連系統 平日】
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【奥多摩駅発系統 2019年２月・平日・下り】 奥15 奥多摩湖線
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【奥多摩駅発系統 2019年２月・平日・上り】 奥15 奥多摩湖線

奥14 峰谷線

奥12 小菅線

奥11 留浦線

奥10 丹波線

奥09 鴨沢線

（人/日）
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【奥多摩駅発系統 2019年１０月・平日・下り】 奥15 奥多摩湖線

奥14 峰谷線

奥12 小菅線

奥11 留浦線

奥10 丹波線

奥09 鴨沢線

（人/日）
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【奥多摩駅発系統 2019年１０月・平日・上り】
奥15 奥多摩湖線

奥14 峰谷線

奥12 小菅線

奥11 留浦線

奥10 丹波線

奥09 鴨沢線

（人/日）

資料）西東京バス資料

注）各時間帯の利用者数は、下りは奥多摩駅発、上りは各系統の始発バス停発の実際の出発時刻を基に集計を行った。



３．現状・課題の整理

３－６．公共交通の利用状況
（２）バス利用状況

45
資料）西東京バス資料

３）時間帯別利用者数(１日平均) 【2019年 奥多摩駅関連系統 土日祝】
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【奥多摩駅発系統 2019年２月・土日祝・下り】
奥15 奥多摩湖線

奥14 峰谷線
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【奥多摩駅発系統 2019年２月・土日祝・上り】 奥15 奥多摩湖線

奥14 峰谷線

奥12 小菅線

奥11 留浦線

奥10 丹波線
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【奥多摩駅発系統 2019年１０月・土日祝・下り】 奥15 奥多摩湖線

奥14 峰谷線

奥12 小菅線

奥11 留浦線

奥10 丹波線

奥09 鴨沢線

（人/日）
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【奥多摩駅発系統 2019年１０月・土日祝・上り】 奥15 奥多摩湖線

奥14 峰谷線

奥12 小菅線

奥11 留浦線

奥10 丹波線

奥09 鴨沢線

（人/日）

・土日祝日の下りは奥多摩駅発７～９時台、上りは各始発バス停発14,15時台の利用が多い。

注）各時間帯の利用者数は、下りは奥多摩駅発、上りは各系統の始発バス停発の実際の出発時刻を基に集計を行った。



３．現状・課題の整理

３－６．公共交通の利用状況
（２）バス利用状況
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資料）西東京バス資料

３）時間帯別利用者数(１日平均) 【 2019年 武蔵五日市駅関連系統 平日】
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【武蔵五日市駅発系統 2019年２月・平日・上り】 五15他 上養沢線
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【武蔵五日市駅発系統 2019年１０月・平日・下り】 五15他 上養沢線

五18 藤倉線
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【武蔵五日市駅発系統 2019年１０月・平日・上り】 五15他 上養沢線

五18 藤倉線

五14 払沢の滝線

五10 数馬線

（人/日）

・平日の下りは武蔵五日市駅発７時台、上りは各始発バス停発７時台の利用が多い。

注）各時間帯の利用者数は、下りは武蔵五日市駅発、上りは各系統の始発バス停発の実際の出発時刻を基に集計を行った。



３．現状・課題の整理

３－６．公共交通の利用状況
（２）バス利用状況

47
資料）西東京バス資料

３）時間帯別利用者数(１日平均) 【 2019年 武蔵五日市駅関連系統 土日祝】
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【武蔵五日市駅発系統 2019年２月・土日祝・下り】 五15他 上養沢線
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【武蔵五日市駅発系統 2019年２月・土日祝・上り】

五15他 上養沢線

五18 藤倉線
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【武蔵五日市駅発系統 2019年１０月・土日祝・下り】 五15他 上養沢線

五18 藤倉線
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五10 数馬線
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【武蔵五日市駅発系統 2019年１０月・土日祝・下り】 五15他 上養沢線

五18 藤倉線

五14 払沢の滝線

五10 数馬線

（人/日）

・土日祝日の下りは武蔵五日市駅発７～10時台、上りは各始発バス停発14～16時台の利用が多い。

注）各時間帯の利用者数は、下りは武蔵五日市駅発、上りは各系統の始発バス停発の実際の出発時刻を基に集計を行った。



注）奥10丹波線は2022年に国道411号が落石の影響により通行規制があったことに留意が必要 資料）西東京バス資料

３．現状・課題の整理

３－６．公共交通の利用状況
（２）バス利用状況
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４）バス停別乗降者数(１日平均)【平日】

・起終点である奥多摩駅、武蔵五日市駅の利用が多い。

・そのほか、奥多摩湖、五日市近傍の市街地部、払沢の滝入口(檜原小・中学

校の最寄り)などの利用が多い。

2019年2月平日 2019年10月平日

2022年2月平日 2022年10月平日

単位：人／日

【凡例】

100人

300人

600人



３．現状・課題の整理

３－６．公共交通の利用状況
（２）バス利用状況
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４）バス停別乗降者数(１日平均)【土日祝】

2019年2月土日祝 2019年10月土日祝

2022年2月土日祝 2022年10月土日祝

単位：人／日

注）奥10丹波線は2022年に国道411号が落石の影響により通行規制があったことに留意が必要 資料）西東京バス資料

・起終点である奥多摩駅、武蔵五日市駅の利用が多い。

・そのほか、奥多摩湖、鴨沢(雲取山登山口)、十里木、払沢の滝入口、数馬

などの利用が多い。

【凡例】

100人

300人

600人



2019年2月平日 2019年10月平日

2022年2月平日 2022年10月平日

３．現状・課題の整理

３－６．公共交通の利用状況
（２）バス利用状況

・奥多摩駅発着の相手先は、奥多摩湖、鴨沢(雲取山登山口)などが多い。

・武蔵五日市駅発着の相手先は、五日市高校、檜原村中心部などが多い。

50

５）バス停間利用者数（ＯＤ）
【奥多摩駅・武蔵五日市駅発着のＯＤ 平日】

注）奥10丹波線は2022年に国道411号が落石の影響により通行規制があったことに留意が必要 資料）西東京バス資料

【凡例】

1500人



2019年2月土日祝 2019年10月土日祝

2022年2月土日祝 2022年10月土日祝

３．現状・課題の整理

３－６．公共交通の利用状況
（２）バス利用状況
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５）バス停間利用者数（ＯＤ）
【奥多摩駅・武蔵五日市駅発着のＯＤ 土日祝】

・奥多摩駅発着の相手先は、奥多摩湖、鴨沢(雲取山登山口)などが多い。

・武蔵五日市駅発着の相手先は、数馬とその近傍、払沢の滝入口などが多い。

注）奥10丹波線は2022年に国道411号が落石の影響により通行規制があったことに留意が必要 資料）西東京バス資料

【凡例】

1500人



2019年2月平日 2019年10月平日

2022年2月平日 2022年10月平日

３．現状・課題の整理

３－６．公共交通の利用状況
（２）バス利用状況

・奥多摩町内で駅発着以外のバス停間の利用は少ない。

・檜原村中心部を発着する村内のバス停間相互（元郷・山王前～払沢の滝入口

間など）、また、五日市駅近傍の市街地部を発着する利用が多い。

52

５）バス停間利用者数（ＯＤ）
【駅発着以外のＯＤ 平日】

注）奥10丹波線は2022年に国道411号が落石の影響により通行規制があったことに留意が必要 資料）西東京バス資料

【凡例】

1500人



2019年2月土日祝 2019年10月土日祝

2022年2月土日祝 2022年10月土日祝

３．現状・課題の整理

３－６．公共交通の利用状況
（２）バス利用状況
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５）バス停間利用者数（ＯＤ）
【駅発着以外のＯＤ 土日祝】

・奥多摩町内で駅発着以外のバス停間の利用は少ない。

・檜原村中心部を発着する村内のバス停間相互の利用が多い。

（元郷～払沢の滝入口間など）

注）奥10丹波線は2022年に国道411号が落石の影響により通行規制があったことに留意が必要 資料）西東京バス資料

【凡例】

1500人



14 14 14 14 14
12 12 12 12 12 11 11 11 11 11 11

9 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 7 6 6 6 6 5 5 5 5 5 4

1 1

0

10

20

30

40

50

奥
多
摩
駅

南
三
丁
目

南
二
丁
目

弁
天
峡

笹
平
橋

病
院
前

琴
浦

桧
村

橋
詰

境
橋

梅
久
保

惣
岳

板
小
屋

桃
ヶ
沢

中
山

滝
の
り
沢

水
根

奥
多
摩
湖

大
麦
代

日
村
沢

倉
戸
口

熱
海

出
野

湯
場

女
の
湯

あ
ず
ま
い

坂
本
園
地

峰
谷
橋

小
河
内
神
社

麦
山

麦
山
橋

大
津
久

中
奥
多
摩
湖

深
山
橋

小
留
浦

坪
沢
橋

留
浦

小
袖
川

鴨
沢

諸
畑
橋

鴨
沢
西

２０１９年２月 奥０９鴨沢線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）

３．現状・課題の整理

３－６．公共交通の利用状況
（２）バス利用状況

・奥多摩駅付近の通過人員が最も多く、奥多摩湖を境に利用者が大きく減少、さ

らに小河内神社(三頭山登山口)で減少、鴨沢(雲取山登山口)で大きく減少する。
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注）2019年10月は台風15号、19号の影響あり
資料）西東京バス資料

６）バス停間断面通過人員
【奥09鴨沢線】（2019年）
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２０１９年２月 奥０９鴨沢線 【土日祝・１日平均・上下計】（人/日）
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２０１９年１０月 奥０９鴨沢線 【土日祝・１日平均・上下計】（人/日）
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２０１９年１０月 奥０９鴨沢線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）



３．現状・課題の整理

３－６．公共交通の利用状況
（２）バス利用状況

55資料）西東京バス資料

６）バス停間断面通過人員
【奥09鴨沢線】（2022年）
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２０２２年２月 奥０９鴨沢線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）
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２０２２年１０月 奥０９鴨沢線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）
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２０２２年２月 奥０９鴨沢線 【土日祝・１日平均・上下計】（人/日）

・奥多摩駅付近の通過人員が最も多く、奥多摩湖を境に利用者が大きく減少、

さらに小河内神社(三頭山登山口)で減少、鴨沢(雲取山登山口)で大きく減少

する。



３．現状・課題の整理

３－６．公共交通の利用状況
（２）バス利用状況
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６）バス停間断面通過人員
【奥10丹波線】（2019年）
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２０１９年２月 奥１０鴨沢線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）
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２０１９年１０月 奥１０鴨沢線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）
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２０１９年２月 奥１０丹波線 【土日祝・１日平均・上下計】（人/日）
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２０１９年１０月 奥１０丹波線 【土日祝・１日平均・上下計】（人/日）

・奥多摩駅付近の通過人員が最も多く、奥多摩湖を境に利用者が大きく減少、さ

らに小河内神社(三頭山登山口)、鴨沢(雲取山登山口)、お祭(三条の湯登山

口)で大きく減少する。

注）2019年10月は台風15号、19号の影響あり
資料）西東京バス資料
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６）バス停間断面通過人員
【奥10丹波線】（2022年）
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２０２２年２月 奥１０丹波線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）
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２０２２年１０月 奥１０丹波線 【土日祝・１日平均・上下計】（人/日）
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２０２２年２月 奥１０丹波線 【土日祝・１日平均・上下計】（人/日）

・奥多摩駅付近の通過人員が多く、奥多摩湖を境に利用者が大きく減少、さらに小河内

神社(三頭山登山口)、鴨沢(雲取山登山口)、お祭り(三条の湯登山口)で大きく減少する。

・2022年１０月では、境橋～奥多摩湖間の通過人員が最も多い。

・２月は2019年に比べ利用者が少なく、コロナ禍の影響が伺える。

注）奥10丹波線は2022年に国道411号が落石の影響により通行規制があったことに留意が必要 資料）西東京バス資料
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６）バス停間断面通過人員
【奥12小菅線】（2019年）
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２０１９年２月 奥１２小菅線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）
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２０１９年１０月 奥１２小菅線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）
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２０１９年２月 奥１２小菅線 【土日祝・１日平均・上下計】（人/日）
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２０１９年１０月 奥１２小菅線 【土日祝・１日平均・上下計】（人/日）

・奥多摩駅～奥多摩湖間の通過人員が多く、奥多摩湖を境に利用者が大きく減

少、さらに小河内神社(三頭山登山口)で減少し、それ以西では緩やかに減少

する。

注）2019年10月は台風15号、19号の影響あり
資料）西東京バス資料
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６）バス停間断面通過人員
【奥12小菅線】（2022年）
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２０２２年２月 奥１２小菅線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）
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２０２２年１０月 奥１２小菅線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）
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２０２２年１０月 奥１２小菅線 【土日祝・１日平均・上下計】（人/日）
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２０２２年２月 奥１２小菅線 【土日祝・１日平均・上下計】（人/日）

・奥多摩駅付近の通過人員が最も多く、奥多摩湖を境に利用者が大きく減少、さらに小

河内神社(三頭山登山口)で減少し、それ以西では緩やかに減少する。

・２月は2019年に比べ利用者が少なく、コロナ禍の影響が伺える。
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６）バス停間断面通過人員
【五10数馬線】（2019年）
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２０１９年２月 五１０数馬線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）
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２０１９年１０月 五１０数馬線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）
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２０１９年２月 五１０数馬線 【土日祝・１日平均・上下計】（人/日）
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２０１９年１０月 五１０数馬線 【土日祝・１日平均・上下計】（人/日）

・平日では五日市高校付近の通過人員の多さが顕著。

・檜原村方面にかけて徐々に減少し、十里木、本宿役場前などでやや大きく減少

する。土日祝では上川乗(生藤山登山口)での減少がやや大きい。

注）2019年10月は台風15号、19号の影響あり
資料）西東京バス資料
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６）バス停間断面通過人員
【五10数馬線】（2022年）
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２０２２年２月 五１０数馬線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）
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２０２２年１０月 五１０数馬線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）
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２０２２年１０月 五１０数馬線 【土日祝・１日平均・上下計】（人/日）
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２０２２年２月 五１０数馬線 【土日祝・１日平均・上下計】（人/日）

・平日では五日市高校付近の通過人員の多さが顕著。

・檜原村方面にかけて徐々に減少する。土日祝では十里木、上川乗(生藤山登山口)で

の減少がやや大きい。

・２月は2019年に比べ利用者が少なく、コロナ禍の影響が伺える。
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６）バス停間断面通過人員
【五18藤倉線】（2019年）
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２０１９年２月 五１８藤倉線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）
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２０１９年２月 五１８藤倉線 【土日祝・１日平均・上下計】（人/日）

・武蔵五日市駅付近の通過人員が最も多い。

・檜原村方面にかけて徐々に減少するが、平日では、本宿役場前付近で増加

する。払沢の滝入口で大きく減少し、それ以西で徐々に減少する。
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２０１９年１０月 五１８藤倉線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）
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２０１９年２月 五１８藤倉線 【土日祝・１日平均・上下計】（人/日）

注）2019年10月は台風15号、19号の影響あり
資料）西東京バス資料



３．現状・課題の整理

３－６．公共交通の利用状況
（２）バス利用状況

63資料）西東京バス資料

６）バス停間断面通過人員
【五18藤倉線】（2022年）

220221
228228

166
157

144141
134

125123

10410298 96 91 90 89
97 98

92
83

62
75 69 68

61 59 53
47 44 42

28 26 22
16 14

6 6 5 4 4 4 4

0

50

100

150

200

250

武
蔵
五
日
市
駅

東
町

五
日
市

上
町

五
日
市
高
校

東
小
中
野

西
小
中
野

沢
戸
橋

戸
倉

西
戸
倉

坂
下

十
里
木

追
分

荷
田
子

コ
テ
ー
ジ
森
林
村

畔
荷
田

和
田
向

鬼
切

元
郷

山
王
前

本
宿
役
場
前

中
本
宿

払
沢
の
滝
入
口

檜
原
小
前

や
す
ら
ぎ
の
里

と
う
げ
ん
橋

千
足

中
里

白
倉

郷
土
資
料
館

神
戸
岩
入
口

宮
ヶ
谷
戸

小
沢

宝
蔵
寺

夏
地

小
和
田
坂

下
川

小
岩

竹
窪

笹
久
保

山
王
坂
下

尾
崎
橋

竹
の
沢

下
除
毛

藤
倉

２０２２年１０月 五１８藤倉線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）
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・武蔵五日市駅付近の通過人員が最も多い。

・檜原村方面にかけて徐々に減少するが、平日では、本宿役場前付近で増加する。

払沢の滝入口で大きく減少し、それ以西で徐々に減少する。

・２月は2019年に比べ利用者が少なく、コロナ禍の影響が伺える。
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３．現状・課題の整理

３－７．地域現状、公共交通現状からみた課題

・対象地域は大半が山間部であるが、秩父多摩甲斐国立公園に指定されており、東京、首都圏の貴重な憩いの場として、

多くの観光客を迎え観光産業が展開している。

・対象地域には、ＪＲ青梅線、ＪＲ五日市線の２路線が乗り入れている。

・ＪＲ東日本では、青梅線の青梅～奥多摩駅間を「東京アドベンチャーライン」と称して、青梅線の利用促進や地域活性化

に資する様々な取組を進めている。

・対象地域のバス路線は、奥多摩駅、武蔵五日市駅を起点に設定されている。このうち奥多摩駅を起点とする「奥09・奥

10・奥12系統」と武蔵五日市駅を起点とする「五10・五18系統」の５系統は市町村を跨ぐ地域間幹線として基幹的な公共

交通軸を形成し、住民や観光の移動手段として重要な社会基盤となっている。

・バス路線は、概ね、鉄道との乗継ぎを考慮した運行ダイヤの設定がなされている。

・檜原村ではデマンドバスやまびこが運行され、路線バスに接続し交通空白地域の移動ニーズに対応している。

・奥多摩町、檜原村では、路線バスと物流事業者が連携した「貨客混載」の取組みが始まっている。

・各市町村におけるその他の移動サービスとして、高齢者等の福祉輸送や観光輸送が実施されている。

地域の現状、公共交通の現状

地 勢

公共交通網

各種輸送

サービスの

取組み

人口

交通流動

観光客

・対象地域における日常の移動では、市町村内のほか市町村外への移動が多い。

・対象地域では、自動車が主要な移動手段となっており、公共交通の分担率は低い。

・観光入込客は、８月がピークで、５,11月も比較的多いが、冬季では少なく季節変動が大きい。

・鉄道･バス路線は沿線人口の減少や高齢化に伴い利用が減少しており、今後の人口減少・高齢化により更に利用の減

少が予想される。一方、移住定住対策により人口減少の度合いが鈍化する効果もみられる。

公共交通の

需要

利用特性

・鉄道の利用者数は、沿線人口の減少を背景に、徐々に減少しつつある。

・路線バス利用者数はコロナ禍の影響もあり減少傾向である。現在、コロナ前の水準には戻っていない。

・バス利用は、新緑、夏休み、紅葉の時期に多く、観光・レジャー・登山客の多さが伺える。

・雲取山をはじめとする登山口の最寄りバス停の利用が多く冬季でも利用がみられる。



３．現状・課題の整理

３－７．地域現状、公共交通現状からみた課題

対象地域全体

公共交通の課題

・人口が減少により沿線住民の需要の見通しが厳しい中、観光客をターゲットとした公共交通利用の増進や貨客混

載など、様々な方策を講じることが必要で、特に閑散期の観光需要の創出が求められる。

・ハイカーの利用では、冬季でもバス利用があるとみられること、「縦走登山」ではマイカーよりもバス利用が適してい

るといった特性に着目し、ターゲットを定めた利用喚起を図っていくことが必要である。

・公共交通の維持のためには、自動車利用者の公共交通利用への転換、既存利用者のより一層の利便性向上のた

めの方策が必要である。また、沿線住民のマイバス意識を醸成することも必要である。

・地域外への移動では、路線バスと鉄道との連携が特に重要で、より一層の乗継利便性の向上が必要である。

・交通空白地域の移動手段として、デマンドバスの運行の維持が求められる。

・鉄道路線が乗り入れていない檜原村では路線バスが重要な移動手段であり、その維持が必要である。

・バスが主要な移動手段である市西部(武蔵五日市駅以西)において、路線バスの維持が必要である。

・バスが主要な移動手段である町西部(奥多摩駅以西)において、路線バスの維持が必要である。

あきる野市

奥多摩町

檜原村

・人口が減少していく中にあっても、最低限必要な公共交通サービスを維持していくことが必要であり、これを実現す

るための方策を関係者全体で取り組んでいくことが求められる。

・各方面からのバス路線が集中し運行本数が多い駅近傍の区間は人口集積が比較的大きく、沿線需要を取り込む

可能性のある数少ない地域であり、沿線住民の潜在的な需要を取り込んでいくことが必要である。

・人口減少が今後とも見込まれる中、観光需要の取込や貨客混載など取組を通じた路線の維持が必要である。

・人口減少が今後とも見込まれる中、観光需要の取込や貨客混載など取組を通じた路線の維持が必要である。
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